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成果を一言で言えば： 

 反芻家畜からのリン排泄を低減するための基礎的データが得られ、その解決法を試みた。

研究の概要： 

 単胃家畜では、飼料に多く含まれるフィチン態リンの利用性が低いことがリン排泄増加につながっ
ており、フィターゼ添加や飼料の処理によるリン排泄軽減化が可能となった。反芻家畜の場合、反
芻胃内微生物によりフィチンはほぼ完全に分解されるのでフィチン態リンの利用性は高いとされて
きた。しかし、飼料として頻繁に用いられる油粕中フィチンの反芻胃内分解性は必ずしも高くはな
く、反芻胃内非分解性タンパク質を増加する処理により、分解されないフィチンも増加する可能性が
ある。 
 本研究では、メンヨウの消化管内における油粕中フィチンの分解性をナイロンバッグ法や消化管
内容物中フィチンを検討することにより、反芻家畜におけるフィチン代謝を検討すると共に、フィチン
を含まない反芻胃内分解性が低いタンパク質源の開発を試みた。

成果の概要： 

 大豆粕中フィチンの約２０％は反芻胃内で分解されないこと、加熱処理など反芻胃内非分解性タ
ンパク質を増加する処理は反芻胃内分解性フィチンを５０％まで減少させることが明らかとなった。
また、ナタネ粕では約３０％が反芻胃内で分解されず、加熱処理により７０％まで増加した。小腸で
はナタネ粕中フィチンは分解されず、大腸でその一部は分解されるが、反芻家畜におけるリン吸収
は大腸では生じていないことから、反芻胃内で分解されなかったフィチン態リンは糞中に排泄される
ことが示唆された。大豆粕の発酵処理によりフィチンはほとんど分解されたが、反芻胃内分解性は
高まった。一方、発酵大豆粕を加熱することにより反芻胃内のタンパク質分解性は６０％まで低下し
た。 

研究成果が畜産環境保全技術として実際に活用されると思われる場面： 
 リン排泄を低減するには要求量下限のリンを給与することが必要であるが、反芻胃内非分解性タ
ンパク質の摂取を必要とする高泌乳牛など場合は特に飼料中反芻胃内分解性フィチン量（有効リ
ン量）を考慮する必要があり、リン要求量を有効リン要求量として示す必要性が明らかとなった。ま
た、本研究で開発された加熱処理発酵ダイズ粕は、リン利用性が高く反芻胃内分解性が低いタン
パク質源として利用可能である。

研究成果を畜産環境保全技術として実際に活用するための条件：

・ 様々な飼料に含まれる反芻家畜における有効リン量を明らかにすること。

・ 反芻家畜における正確な有効リン要求量を明らかにすること。

・ 加熱処理発酵大豆粕製造コストの低減

・ 加熱処理発酵大豆粕製を用いた実証的研究

成果を反映した実証施設等の有無：
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成果を反映した製品の有無・その他：
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反芻胃内タンパク質分解抑制処理とフィチン態リンの反芻胃内分解性 

 

ナイロンバッグ法による検討（反芻胃通過速度（k）を０.０５／時間として求めた。） 

  

 

ホルムアルデヒド濃度 (g/kg)

    ０ ３ ５ １０ 処理の効果

ダイズ粕 ８１.４ ８０.８ ４８.８ ４５.３ <０.００１

ナタネ粕  ６８.６ ５４.５ ３７.６ ２５.７ <０.００１

加熱温度

    無加熱 １３３ １４３ １５３ 処理の効果

ダイズ粕 ８０.６ ７４.１ ６６.８ ５６.０ <０.００１

ナタネ粕  ６８.１ ５６.６ ５１.８ １８.７ <０.００１

加熱発酵ダイズ粕中粗タンパク質の反芻胃内分解性

     フィチン態リン(%) 反芻胃内粗タンパク質分解性(%)

ダイズ粕 ０.４９a ７７.０b

発酵ダイズ粕 ０.０８b ８０.６a

加熱ダイズ粕 ０.４４a ５９.６c

発酵加熱ダイズ粕 ０.０１b ６０.４c


